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ＯＲＣＡＯＲＣＡＯＲＣＡＯＲＣＡユーザユーザユーザユーザのののの場合場合場合場合、、、、レセレセレセレセ電算化電算化電算化電算化はははは急速急速急速急速にににに進進進進んでんでんでんで

いるいるいるいる。。。。しかししかししかししかし、、、、オンラインオンラインオンラインオンライン請求請求請求請求はこれからであるはこれからであるはこれからであるはこれからである。。。。

加算加算加算加算やややや補助制度補助制度補助制度補助制度のののの支援策支援策支援策支援策がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。

２００９２００９２００９２００９年年年年２２２２月月月月１２１２１２１２日日日日

オンライン請求の現状

埼玉県医師会埼玉県医師会埼玉県医師会埼玉県医師会 委員会委員会委員会委員会



ＯＲＣＡユーザの状況

全国 ９８，０００施設 ⇒ ７，２００施設（ ７％）

埼玉県全域 ３，８００施設 ⇒ １９５施設（ ５％）

レセ電算化 １９５施設 ⇒ １４０施設（７５％）

オンライン請求 １９５施設 ⇒ ５施設（ ３％）

準備中 １５施設（合計１０％）
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構成機器について

ルータルータルータルータ

ＨＵＢＨＵＢＨＵＢＨＵＢ

モノクロモノクロモノクロモノクロ

レーザープリンタレーザープリンタレーザープリンタレーザープリンタ

（（（（領収書領収書領収書領収書・・・・レセプトレセプトレセプトレセプト））））

サーバサーバサーバサーバ兼兼兼兼クライアントクライアントクライアントクライアント

ＲＡＤ－ＯＲＣＡＲＡＤ－ＯＲＣＡＲＡＤ－ＯＲＣＡＲＡＤ－ＯＲＣＡ

無停電

電源装置

バックアップバックアップバックアップバックアップ

ＨＤＤＨＤＤＨＤＤＨＤＤ

レセコンレセコンレセコンレセコン

操作端末操作端末操作端末操作端末

受付

支払基金

インターネット
ＩＰ－ＶＰＮ

ユーザユーザユーザユーザ様様様様

事務室

（Ｂフレッツ）

日本医師会

ＯＲＣＡソフト

管理センタ

Ｐ２



費用について

＋

＜＜＜＜レセコンレセコンレセコンレセコン導入支援費用導入支援費用導入支援費用導入支援費用＞＞＞＞

①①①①ソフトインストールソフトインストールソフトインストールソフトインストール ②②②②マスターマスターマスターマスター入力入力入力入力 ③③③③コードセットアップコードセットアップコードセットアップコードセットアップ

④④④④公費公費公費公費セットセットセットセット ⑤⑤⑤⑤スタッフスタッフスタッフスタッフ教習教習教習教習 ⑥⑥⑥⑥運用立会運用立会運用立会運用立会いいいい

⑦⑦⑦⑦機器設置機器設置機器設置機器設置、、、、配線工事配線工事配線工事配線工事 ⑧⑧⑧⑧インターネットインターネットインターネットインターネット申申申申しししし込込込込みみみみ ⑨⑨⑨⑨セキュリティーセキュリティーセキュリティーセキュリティー確認確認確認確認

＜＜＜＜ハードハードハードハード費用費用費用費用＞＞＞＞

１００１００１００１００万円万円万円万円

＜＜＜＜レセレセレセレセ電算化支援費用電算化支援費用電算化支援費用電算化支援費用＞＞＞＞

①①①①認定書作成認定書作成認定書作成認定書作成 ②②②②マスタセットアップマスタセットアップマスタセットアップマスタセットアップ ③③③③傷病名点検傷病名点検傷病名点検傷病名点検

④④④④スタッフスタッフスタッフスタッフ教習教習教習教習 ⑤⑤⑤⑤本運用手続本運用手続本運用手続本運用手続きききき

１０１０１０１０万円万円万円万円

＜＜＜＜オンラインオンラインオンラインオンライン請求支援費用請求支援費用請求支援費用請求支援費用＞＞＞＞

①①①①認定書作成認定書作成認定書作成認定書作成 ②②②②データチェックデータチェックデータチェックデータチェック ③③③③認証認証認証認証キーキーキーキー取得取得取得取得

④④④④スタッフスタッフスタッフスタッフ教習教習教習教習 ⑤⑤⑤⑤本運用手続本運用手続本運用手続本運用手続きききき

３３３３万円万円万円万円

Ｐ３



打合せ/環境確認

環境設定（機器追加・ﾈｯﾄﾜｰｸ設定）

データチェックマスタ　打合せ

データチェックマスタ　設定　操作説明

傷病名マスタ　調査

傷病名マスタ　設定反映作業

保険記号番号登録確認修正

確認試験手続き提出/結果反映（1回目）

確認試験手続き提出/結果反映（2回目）

操作説明立会い

本運用手続き

電算化本運用

２２２２ヶヶヶヶ月前月前月前月前

1111～～～～10101010 11111111～～～～20202020 21212121～～～～末日末日末日末日

本運用月本運用月本運用月本運用月

1111～～～～10101010 11111111～～～～20202020 21212121～～～～末日末日末日末日21212121～～～～末日末日末日末日

１１１１ヶヶヶヶ月前月前月前月前３３３３ヶヶヶヶ月前月前月前月前

11111111～～～～20202020 21212121～～～～末日末日末日末日 1111～～～～10101010 11111111～～～～20202020

２００９２００９２００９２００９年年年年

1111～～～～10101010

全全全全

体体体体

確認申請

確認提出

結果通知

確認申請

本運用申請

本運用本運用本運用本運用

確認提出

結果通知

結果修正

操作説明

説明立会い

構築スケジュール（レセプト電算化）

ＦＤ

期間 ： ２～３ヶ月
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構築スケジュール（オンライン請求）

打合せ/環境確認

環境設定（機器追加・ﾈｯﾄﾜｰｸ設定）

データチェックマスタ　打合せ

データチェックマスタ　設定　操作説明

傷病名マスタ　調査

傷病名マスタ　設定反映作業

オンライン請求手続き

オンライン請求設定

オンライン請求接続試験

オンライン請求本運用

操作説明立会い

３３３３ヶヶヶヶ月前月前月前月前

11111111～～～～20202020 21212121～～～～末日末日末日末日1111～～～～10101010 11111111～～～～20202020 21212121～～～～末日末日末日末日

２２２２ヶヶヶヶ月前月前月前月前

1111～～～～10101010

２００９２００９２００９２００９年年年年

11111111～～～～20202020

本運用月本運用月本運用月本運用月1111ヶヶヶヶ月前月前月前月前

1111～～～～10101010 11111111～～～～20202020 21212121～～～～末日末日末日末日 1111～～～～10101010

全全全全

体体体体

申請

本運用本運用本運用本運用

操作説明

説明立会い

ＰＣ操作

認証

キー

期間 ： １～２ヶ月
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オンライン請求の現状と課題

＜データ転送＞

① ＯＲＣＡの場合、ボタンをマウスでクリックするだけで転送できるので操作は簡単。

＜返戻処理＞

① 返戻対応は紙での提出となり、煩雑である。この点での改善を進めてほしい。

＜代行請求＞

① ＯＲＣＡの場合は、請求用のＰＣが不要のため、オンライン化へ以降しやすい。

② オンライン請求に対応していないレセコンの場合は、レセ電算データを地域医師会にて集めて

代行請求する方法などの要望も上がっている。

＜代行入力＞

① レセコンを使用していない医療施設への対策として「代行入力」を進める必要がある。この場合

の費用負担をどうするかが課題となる。 ②

ＯＲＣＡプロジェクトでは、カルテ３号用紙の裏点を入力する機能を３月にリリースする予定で、

代行入力や業務委託に貢献できる。

＜レセ点検＞

① 今まで紙レセを目視で点検していたが、ＰＣ画面での点検は疲れる。

② 対策としてソフトでの対応が必要となる。

③ ＯＲＣＡ内でのレセチェック機能はあるが、学習機能を盛り込むにはかなりの開発が必要となる。

これはどのレセコンメーカも同じである。
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オンライン請求に対する取り組み

Ｐ７

＜情報提供＞

① 先ずレセ電算化への移行を呼びかけている。

② 現状では今年中には９０％以上のユーザさまで実施が可能になっている。

③ 新規に切り替えをするユーザさまには最初から電算化は進めている。

＜移行コスト面＞

① ＯＲＣＡの場合、サポートをオンラインで実施しているため、ハード費用がかからない。

② 傷病名の点検をしっかりやっておけばエラー項目は少なく、順調に進むため、金額面

でも比較的に安く済んでいる。

＜ＯＲＣＡの取り組み＞

① ＯＲＣＡでは、手書きレセプト施設に対する方策として、裏点入力の機能を付加する。

＜厚労省の取り組み＞

② 厚労省では、手書きで作成したレセプトをデータ化するためのソフト開発を検討して

いる。

ＯＲＣＡの役割は

重要で期待も大きい

医療施設の現状

は国の誘導に間に

合っていない

８，５００施設

がキケン


